
QRを読むだけ

アプリ不要・ログイン不要

10秒の映像 × 5本

その場で解説が出る3択

記名の1問が記録に

元請へ出せる様式で出力

教材 52 本

52本 × 6問 = 312通り

2026年8月 現場コンパス（安全ドリル＋ 運営）

ご  提  案  資  料

現場の安全教育 DX

朝礼前の1分半で、
危険予知と教育記録を同時に。
安全ドリル＋のご提案

現場に貼ったQRコードを読むだけ。10秒の映像を5本見て3択に答え、最後の1問に名前を入れると、

それがそのまま教育実施記録として残ります。アプリのインストールもログインも要りません。
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現場の「安全教育」の現実
教育の必要性は増す一方、実施と記録の負担が現場の時間を奪っています

ISSUE 01

毎朝のKYがネタ切れになる

同じ危険を繰り返し挙げるうちに、危険予知が「作業」になる。話す人も聞く人も、

その場をやり過ごす形になっていく。

ISSUE 02

教育をやったのに記録が残らない

口頭で伝えた、朝礼で話した——実施した事実はあるのに、後から出せる形になっ

ていない。監査や元請の求めに応じられない。

ISSUE 03

記録づくりに時間が取られる

署名を集め、名簿に転記し、様式に清書する。教育そのものより、記録を整える時間

のほうが長い。

ISSUE 04

入れ替わりの多い作業員に届かない

日雇い・短期・一人親方。入場のたびに同じ説明をするのは現実的でなく、結局そ

の日だけ省かれる。

背景　建設業の労働災害による死亡者数は全産業の約3割を占めます（厚生労働省「労働災害発生状況」2024年）。教育は「やること」ではなく「続くこと」と「残ること」が求められて

います。
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現場ですることは3つだけ
朝礼の前、KYの直前。並んでいる間に終わります（画面は実物です）

STEP 1

QRを読む

スマホのカメラで読むだけ。アプリのインストールもログイ

ンも要りません。

→

STEP 2

10秒の映像で危険を探す

映像を見て3択に答えます。答えたその場で解説が出ます。

これを5本。

→

STEP 3

最後の1問が記録に残る

氏名と所属会社を入れるのは最後の1問だけ。練習の5本

は匿名です。

アプリを入れません。　職人のスマホには何も残りません。ブラウザで開いて、答えて、閉じるだけです。会社が端末を配る必要も、職人にアカウントを作らせる必要もありません。
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監督者がすることは3つだけ
QRを貼る、当日の工種を選ぶ、月末に記録を出す。教材を選ぶ必要はありません

左のナビは5つだけ ダッシュボード 現場・QR管理 教育実施記録 コンテンツ承認

good / bad 履歴

当日の工種を選ぶだけ

選んだ工種の教材が1本目に出ます。残り4本はランダムなので、

教材が薄い工種でも同じ映像が並びません。選ばなくても共通教

材が出ます。

その日の受講状況が並ぶ

誰がいつ受けたか、正答率はどうか、good/bad はどう付いた

か。朝礼のあいだに画面を見れば、受けていない人が分かります。

記録が0件なら手順を出す

まだ誰も受けていない現場では、数字の代わりに「QRを貼る→職

人が読む→記録を出す」の手順が出ます。最初の記録が残ると自

動で消えます。

権限　現場の追加・削除は姉妹アプリ「安全ポスト＋」で行います。組織・現場は2つのアプリで共有しているので、登録は一度だけです。
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教材ライブラリ — 52本すべて自社制作
工種9種 × 災害の型12種。1本10秒、設問6問。下の絵はすべて実際の教材です

左から：足場の手すり未設置による墜落／バックホウの後退による挟まれ／通電中の制御盤への接触による感電／ぬれた床での電動工具による感電／素線が切れたワイヤでの吊り上げ／ローラー機械

へのはさまれ／酸素濃度を測らずにマンホールへ入り倒れる／有機溶剤のラベルと保護具の不備／土止め支保工のない掘削溝の崩壊／養生の中で発電機を使ったことによる一酸化炭素中毒

工種＼災害の型 墜落 転倒 挟まれ 巻き込まれ 落下 飛来 崩壊 感電 火災 有害物 酸欠 熱中症

高所 5 · 1 · · · · · · · · ·

運搬 2 · 1 · 1 · 1 · · · · ·

玉掛け · · 1 · 3 · · 1 · · · ·

掘削 · · 2 · · · 2 1 · · 1 ·

電気 · · · · · · · 5 · · · ·

機械 · · 3 · · 1 · · · · 1 ·

溶接 · · · · · 1 · 1 1 1 · ·

型枠 1 · 1 · 1 · 1 · · · · ·

共通 · 3 1 1 · 1 · · 1 2 · 3

ご要望に応じた制作　御社の現場に固有の危険（設備・レイアウト・作業手順）を題材にした教材の受託制作も承ります。制作した教材は御社の現場にだけ配信されます。
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教育実施記録 — 「やった」ではなく「誰が何に答えたか」
動画を見た記録ではなく、記名で答えた1問を証跡にします（画面は実物です）

記録に残るもの

実施日・元請社名・現場名・受講者の氏名と所属・

出題された映像の題名と問題文・選んだ回答と正し

い回答・正誤。

後から書き換わらない

問題文と選択肢は受験した時点の文言を焼き付け

て保存します。教材を改訂しても、過去の記録の中

身は変わりません。

出力と保存

PDFとCSVで出せます。記録はサービスの提供が

続くかぎり保有し、期間を定めた自動削除は行いま

せん。

法定教育との違いについて　本サービスが出力するのは日々の危険予知教育（KY活動）の実施記録です。特別教育・職長教育・雇入れ時教育など、科目と時間が定められた法定教

育の実施を証するものではありません（様式にも記載しています）。また記名テストは本人確認を行っていません。記録は「その氏名で回答が送信された事実」を示すもので、運用側の

確認と併せてご利用ください。
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現場に貼る掲示物まで、この中で作れます
A4縦1枚。7種類の絵柄から現場の工種に合うものを選びます

QRだけの紙は読まれません

「作業前に、スマホで このQRを 読んでください」「3手順」「1分半」まで載せた掲示物として印刷し

ます。何のQRか分からない紙を貼っても、職人は読みません。

絵は教材と同じ画風です

掲示に使う絵は、実際に配信している教材から起こしています。貼った絵と、職人がQRを読んで見

る映像がつながります。

右上は御社の会社名

現場名と元請社名が入ります。サービス名は下端に小さく入るだけです。現場の掲示板に並べて

違和感のない紙面にしています。

絵柄　共通／墜落・転落／はさまれ・巻き込まれ／感電／転倒／熱中症／落下・飛来 の7種類。印刷する前に画面で確認できます。
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料金と、次のステップ
現在はすべての機能を無料でご利用いただけます

現在 全機能 無料

¥0
カードの登録もありません

有料プラン（予定）

未定
開始時に事前告知します

教材の受託制作

要相談
御社の現場に固有の危険を教材化

導入の流れ まずお試しください

登録不要のデモを用意しています。anzendrill.com から「1分

半の教育を体験する」を開くと、この資料に載せた画面がそのま

ま開きます。

お問い合わせ　support@genbacompass.com

運営責任者　國分 良太

先に始めていただいた記録が、有料化によって消えることはありません。　有料プランを開始する際は事前に告知し、それまでの記録はそのまま出力できる状態を維持します。

現場数・受講者数の制限なし

教材52本すべて

記録のPDF・CSV出力

安全掲示ポスター7種

複数現場の一括管理

受講者数に応じた枠

安全ポスト＋との現場連携

設備・作業手順に合わせた映像

設問と解説も併せて制作

御社の現場にだけ配信

1. 現場を登録　姉妹アプリ「安全ポスト＋」（anzenpost.com）で組織と現場を作ります

2. ログイン　anzendrill.com に同じメールアドレスで。Googleか6桁のコード

3. QRを掲示　A4のポスターを印刷して、全員が通るところに貼ります

4. 記録を出す　その日の記録はその日のうちに残ります
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